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令和元年度三浦市総合計画審議会（第１分科会） 議事録 

 

【日 時】  令和元年７月 26 日（金）14：00～15：45 

【場 所】  三浦市役所本館４階第１会議室 

【出席者】    近藤竜一郎委員、島由紀子委員、鈴木清委員、出口眞琴委員、 

寺本紀久委員、長島満理子委員 

【関係職員】 下里農産課長、安藤水産課長、新倉観光商工課長、二本木財産管理課営繕Ｇ

Ｌ、杉崎営業開発課営業開発ＧＬ、徳江市長室長、鷺阪市長室特定事業推進

担当課長、小林市長室特定事業計画担当課長、澤口市長室特定事業推進ＧＬ、

石川市民協働課長、矢尾板政策課長 

【次  第】 

１  開  会 

２ 議 題 

（１） 三浦みらい創生プラン（総合戦略）重点施策等の外部評価について 

（２） 会議録の公表手続きについて 

（３） その他 

 

３ 閉 会 

 

【議事録】 

１  開  会 

 

事務局（木村政策部長） 

 ただいまより、第２回三浦市総合計画審議会第１分科会を開催する。 

 議題に入るにあたり、近藤座長より挨拶をお願いする。 

近藤座長 

 平成 30 年度の三浦みらい創生プラン及び総合戦略の評価について、皆様と一緒に

活発な議論を進めていきたいと思うので、協力をお願いする。 

事務局（木村政策部長） 

 それでは、議題に入る。座長の進行によりお願いする。 

 

２  議 題 

（１）三浦みらい創生プラン（総合戦略）重点施策等の外部評価について 

近藤座長 

 それでは、議題１の外部評価について、資料９により進行する。 

 評価については、説明する担当課の関係上、施策№3-2、3-1、3-3、1、2、13 の順
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で進める。 

 

 まず施策№３－２について、説明をお願いする。 

 

下里農産課長より施策№３－２「水産業・農業・商工サービス業の振興（農業関係）」

について資料に基づき説明（説明略） 

 

近藤座長 

 今の説明に質問、意見があるか。 

出口委員 

 環境保全型農業支援事業についてであるが、カバークロップ、リビングマルチとは

どういったものか。 

下里農産課長 

 農薬を減らし、土壌への負荷を減らす環境保全の取組を行う農家の団体への支援

であり、この取組には、緑肥を蒔く必要があり、カバークロップ、リビングマルチ

とはその緑肥を蒔く取組手法の名称である。 

出口委員 

 有害鳥獣被害であるが、前年度に比べ増えているか。 

下里農産課長 

 神奈川県の統計では、三浦市は、前年度より被害金額は、200 万円ほど増えている。

また、市で行っている捕獲であるが、前年度は 115 件であったが、平成 30年度は

タイワンリスが大幅に増加したことにより 178 件と増加している。 

出口委員 

 タイワンリスの被害とはどのようなものか。 

下里農産課長 

 家の外壁等を食す生活被害と果樹園への被害である。主にみかん園が被害にあっ

ている。 

島委員 

 ＫＰＩ分析について、記載には生育不良となっており、説明では出荷量が増加した

と話があったが、その辺りをもう一度詳しく説明をお願いする。 

下里農産課長 

 秋の台風で生育不良が起きた事と同時に、記載のとおり種に生育しない異種が混

在し、蒔き直しを行う結果となり、出荷が遅れた。しかしその他は、生育もよく出

荷量が増加し、他地域の生育も良かったため、価格が上がらなかった。 

近藤委員 

 異種の混在は、ダイコンか。 
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下里農産課長 

 ダイコンと秋冬キャベツの一部である。 

長島委員 

 カラスの被害状況はどうか。 

下里農産課長 

 隔年で、生活被害と農業被害が出ている状況である。生活被害はゴミステーション

が荒らされている。農業被害では、果実が主であるが近年ダイコンにも被害が出て

いる。 

長島委員 

 住宅地付近では銃による捕獲は出来ないと思うが、何か対策はあるのか。 

下里農産課長 

 今のところ銃による捕獲を実施していることはない。出来るとすれば巣立つ前の

巣の撤去等になると思う。 

鈴木委員 

 カラスは、駆除なのか、追い払いなのか。 

下里農産課長 

 両方である。 

鈴木委員 

 海関係の話になってしまうが、鴨による被害が多いので、鴨の駆除ができないか検

討をお願いする。 

下里農産課長 

 捕獲できるかどうかも含め確認しておく。 

近藤座長 

 それでは、この事業の外部評価をさせていただく。 

 目標は未達成であるが、課題改善の取組が明確であるため、「３」としたいがよろ

しいか。 

一同 

 了承 

近藤座長 

 それでは、そのように決定する。 

 また、主な意見欄についての記載の概要を事務局からお願いする。 

事務局（矢尾板政策課長） 

 様々な質問等を頂いたが、主な意見については、特になしとすることでよいか。 

 また意見については、ＫＰＩ達成と分析について意見を頂きたいと思う。 

一同 

 異議なし 
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近藤座長 

 次に施策№３－１について、説明をお願いする。 

 

安藤水産課長より施策№３－１「水産業・農業・商工サービス業の振興（水産業関

係）」について資料に基づき説明（説明略） 

 

近藤座長 

 今の説明に質問、意見があるか。 

島委員 

 平成 30 年度の事業費の執行率が８％となっているが、要因は何か。 

安藤水産課長 

 既存の沿岸卸売市場の改修工事を予定していたが、当初の入札が不調になり、工事

の着工時期が遅れたことから、予算の大半を令和元年度に繰り越したことによる

ものである。 

鈴木委員 

 三崎の市場の高度衛生化がスタートしてありがたく思っている。しかし今、異常気

象で、昨年も大型の台風が直撃したが、これは松輪地区だけでなく、神奈川県下全

域で言えることだが、今までの体制だけでなく新たに消波ブロック等対策が必要

と感じている。間口漁港は完成したが、他の市営漁港はまだまだ被害が多いので、

さらなる消波ブロック等の被害防止策を展開してほしい。これについては、１日も

早く出来ることをお願いする。 

安藤水産課長 

 現在、漁港ごとに維持管理計画を作っており、その計画に基づき順次、国との折衝

を重ね進めていきたいと考えている。 

鈴木委員 

 早急にお願いしたいのは、江奈地区の外側の防波堤等は穴があり、いつ陥没しても

おかしくない。プロ目線で現場を見ていただき早急に対処をお願いする。 

出口委員 

 三崎漁港におけるグローバルブランディング戦略策定・推進事業であるが、具体的

な成果は何か。 

安藤水産課長 

 平成 29 年度、平成 30 年度の２年間の成果になるが、商談 169 件のうち 11 件成約

した。また継続して調整しているのが５件ある。 

出口委員 

 具体的な成果金額は分かるか。 
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安藤水産課長 

 取引の規模や金額は把握していない。 

出口委員 

 この事業は何年間か。 

安藤水産課長 

 令和元年度までの３年間である。 

出口委員 

 では、令和元年度まで実施し終了後は成果金額が出るのか。 

安藤水産課長 

 その予定である。 

近藤座長 

 ＫＰＩの市内漁港取扱金額に、海外輸出をしている数字が関係してくるのか。 

安藤水産課長 

 海外輸出額は、ＫＰＩには含まれない。 

近藤座長 

 仕事柄、この事業に関わっているが、海外進出がされたりして、好調であるので、

効果はあると思うので、ＫＰＩとは少し違うが、三崎の事業者が海外展開をするた

めの支援には力を入れるべきだと思う。 

安藤水産課長 

 影響額を出すのは難しいと思うが、最終的にはＫＰＩに影響してくるものだと考

えている。 

近藤座長 

 それでは、この事業の外部評価をさせていただく。 

 目標は未達成であるが、課題改善の取組が明確であるため、「３」としたいがよろ

しいか。 

一同 

 了承 

近藤座長 

 それでは、そのように決定する。 

 また、主な意見欄についての記載の概要を事務局からお願いする。 

事務局（矢尾板政策課長） 

 主な意見としては、市営漁港の早期の改修、市内業者の海外展開に力を入れる、以

上の２点を主な意見として記載したいと思うがよろしいか。 

一同 

 異議なし 
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近藤座長 

 次に施策№３－３について、説明をお願いする。 

 

新倉観光商工課長より施策№３－３「水産業・農業・商工サービス業の振興（商工

サービス業関係）」について資料に基づき説明（説明略） 

近藤座長 

 今の説明に質問、意見があるか。 

近藤座長 

 ＫＰＩについて、市内の事業者全体を把握することは難しいのか。 

事務局（木村政策部長） 

 国の統計調査があるが、毎年の調査となっていないため、三浦商工会議所の数値を

利用している。 

島委員 

 ＫＰＩの分析で、14 人中 11 人会員になっているが、せっかく創業支援をしている

のに、残りの３人は入っていないのは残念と感じる。なぜ入らないのか。 

新倉観光商工課長 

 もちろん入って頂くのが良いと思っているが、必ずしも入会しなければならない

ものではないので、個々人がメリットデメリットを検討した結果である。 

島部長 

 ＫＰＩの指標となっているので、三浦商工会議所の会員のメリットを施策的に出

して、創業支援を行えるとＫＰＩの向上に繋がってよいと思う。 

出口委員 

 相談窓口に来た方以外にも、新規の飲食店は増えていると感じるが、その人たちへ

の勧誘はどうか。 

新倉観光商工課長 

 直接的には三浦商工会議所の会員ということなので、三浦商工会議所がやると思

うが、市としては連携しながら助言して実施していきたい。 

出口委員 

 飲食店の開業に関しては、保健福祉事務所の手続きが必ず必要となる。そういった

ところで三浦商工会議所等と関わりができればよいと思うがいかがか。 

新倉観光商工課長 

 三浦商工会議所の会員となることで、市内の中小事業者も活性化すると思うので、

三浦商工会議所と連携しながら取り組みたい。 

近藤座長 

 それでは、この事業の外部評価をさせていただく。 
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 目標は未達成であるが、課題改善の取組が明確であるため、「３」としたいがよろ

しいか。 

一同 

 了承 

近藤座長 

 それでは、そのように決定する。 

 

近藤座長 

 次に施策№１について、説明をお願いする。 

 

新倉観光商工課長より施策№１「農業、漁業、観光業の連携による観光振興」につ

いて資料に基づき説明（説明略） 

近藤座長 

 今の説明に質問、意見があるか。 

長島委員 

 ウインドサーフィンワールドカップ横須賀・三浦大会について、三浦の名前も入っ

たので、もう少し具体的な事業を市民に向けて取り組んではどうか。 

 

新倉観光商工課長 

 令和元年度は、「OTODAMA SEA STUDIO」が大会に合わせて実施されたこと、また

スポーツイベントを行ったり、熱気球を上げたりしている。「OTODAMA SEA 

STUDIO」やスポーツイベントは断続的に海開きまで実施され、海浜利用を夏の海水

浴まで繋げている。良い取組であるので、今後も市民の方の協力を得ながら継続し

ていきたい。 

長島委員 

 民間企業の取組で三浦の魅力を発信することも良いが、行政としても取り組める

ことを検討し、国際大会をやるという認識をもう少し高めたほうが良いと思う。 

近藤座長 

 みうら夜市も花火も集客がすごく、三浦のポテンシャルは高いと感じた。それから

ＪＣが実施した城ヶ島ライトアップも良い取組であった。若い世代やカップルの

集客には良いと思う。令和元年度は事前周知をして取り組んではどうか。 

小林市長室特定事業計画担当課長 

 城ヶ島ライトアップに関しては、手作りの良さを残しながらイベントを継続した

いと考えている。 

出口委員 

 ＫＰＩの入込観光客は、天候によって変化が大きい中、増加をしているので良いと
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思う。もう一つの観光客消費額の宿泊の減が大きいということだが、集客が大きい

ホテルは決まっており、あとは民宿になろうかと思うが、そこに行政としてできる

支援が必要と感じる。合宿誘致にも取り組んでいると思うが、例えば野球であると、

球場が取りにくいと弊害になってしまうので、その辺りを連携して取り組むと宿

泊率も上がってくると思う。    

杉崎営業開発課営業開発ＧＬ 

 小学校、中学校を対象に教育旅行誘致を行っているが、それに加えて現在、大学や

企業の合宿や研修の誘致に幅を広げている。民宿はもちろん紹介しており、民宿が

市内施設を予約すれば、市内枠で早めに施設予約できるというメリットを設けて

いる。それをもう一歩進める取組は今後検討していきたい。 

出口委員 

 三浦国際市民マラソンも、大きな宿泊施設だけでなく、民宿をＰＲすることで経済

的な効果も変わってくると思う。 

杉崎営業開発課営業開発ＧＬ 

 今現在出来ていないので、今後民宿についてはマラソンホームページやフェイス

ブック等でＰＲしていきたい。 

出口委員 

 一度宿泊してもらえば、またリピーターで来ることもあるのでお願いする。 

島委員 

 行政で企画をしていただけると、民間としては一緒にやり易い。何か企画をする際

は、是非声をかけてもらえれば協力したい。良いイベントは必ず集客がある。例え

ば民間同士の２社で企画をしても、ある意味ライバルでもあるため、上手く行かな

いことが多い。また、三浦半島全体の協議会や組織をもっていると思うので、市を

跨いだ広域でのイベントを立ち上げてもらえると京急としてもやり易い。 

新倉観光商工課長 

 三浦半島４市１町で構成された三浦半島観光連絡協議会があり、もちろん連携と

いう話は出ているので、他市町と協議をして進めていければと思う。 

近藤座長 

 それでは、この事業の外部評価をさせていただく。 

 目標は未達成であるが、課題改善の取組が明確であるため、「３」としたいがよろ

しいか。 

一同 

 了承 

近藤座長 

 それでは、そのように決定する。 
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近藤座長 

 次に施策№２について、説明をお願いする。 

 

徳江市長室長より施策№２「経営支援・企業誘致」について資料に基づき説明（説

明略） 

近藤座長 

 今の説明に質問、意見があるか。 

近藤座長 

 ＫＰＩの法人市民税収入額について、業種別で数値を把握されているが、これ以上

の分析はあるか。 

事務局（木村政策部長） 

 これ以上の分析はない。 

島委員 

 ＫＰＩである企業誘致件数で３件誘致されていて、これがＫＰＩである法人市民

税収入額に直結すると思う。いい方向に向いていると思う。引き続き企業誘致を進

めていければと思う。 

近藤座長 

 それでは、この事業の外部評価をさせていただく。 

 目標は達成しているため、「５」としたいがよろしいか。 

一同 

 了承 

近藤座長 

 それでは、そのように決定する。 

 

近藤座長 

 次に施策№13について、説明をお願いする。 

 

石川市民協働課長より施策№13「基本目標達成を支える基盤整備」について資料に

基づき説明（説明略） 

近藤座長 

 今の説明に質問、意見があるか。 

近藤座長 

 令和元年６月に交流センターができたので、次年度は目標達成だと思うが、計画は

新しく変わるのか、来年度またこの施策を評価するのか。 

事務局（木村政策部長） 
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 この施策については、ＫＰＩ①についてのみ今年度評価して、来年度は目標を設定

してないので評価の対象とはならない。 

近藤座長 

 それでは、この事業の外部評価をさせていただく。 

 目標は未達成であるが、課題改善の取組が明確であるため、「３」としたいがよろ

しいか。 

一同 

 了承 

近藤座長 

 それでは、そのように決定する。 

 

近藤座長 

 次に、議題１の外部評価のうち、地方創生に係る交付金事業の評価について、政策

課より説明をお願いする。 

 

矢尾板政策課長より、資料 11について説明（説明略） 

近藤座長 

 今の説明に質問、意見があるか。 

島委員 

 三浦市はイベントを 16 事業もやっておりすごいと感じる。引き続き継続してイベ

ントを行ってほしい。 

近藤座長 

 三浦市が三浦半島を引っ張っていると思うので、今後も頑張ってほしい。 

近藤座長 

 それでは、この事業の外部評価をさせていただく。 

 ＫＰＩ達成状況は芳しくなかったが、取組が前進しているため、地方創生に効果的

であったため、「２」としたいがよろしいか。 

一同 

 了承 

近藤座長 

 それでは、そのように決定する。 

 

（２）会議録の公表手続きについて 

近藤座長 

 次に、「会議録の公表手続きについて」、事務局より説明をお願いする。 

事務局 
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 本日の審議会以降、審議会を開催する予定がない。そこで、今回の審議会の議事録

については、事務局で案を作成して各委員へ配布し、修正すべき点等を指摘いただ

き、それらを踏まえた修正を行ったうえで、座長一任で議事録を確定し、その後、

ホームページでの公表という手続きにしたいと考えている。 

近藤座長 

 ただいまの説明に対し、質問・意見等はあるか。なければ、お諮りする。 

 「会議録の公表手続きについて」、事務局からの説明のとおり決定してよろしいか。 

一同 

 異議なし。 

近藤座長 

 それでは、そのように決定する。 

 

（３）その他 

近藤座長 

 次に、その他について、事務局より何かあるか。 

事務局（矢尾板政策課長） 

 特にない。 

 

３ 閉 会 

近藤座長 

 以上で本日の議題は全て終了した。ここで、事務局に進行を戻す。 

事務局（木村政策部長） 

 本日は、出席いただき感謝申し上げる。 

 また、貴重な意見をいただき感謝申し上げる。皆さんの貴重な意見を活かし、より

良い事業へ見直していきたいと思う。 

 以上をもって、令和元年度第 2回三浦市総合計画審議会第１分科会を終了する。 


